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その一古生代

尾上亨(地質標本館)

��丰�

佐藤喜男(地質標本館)

YoshioS畑｡

･神戸信和(元所員)･

Nobuk肋uKA肥E

はじめに

地質調査所が筑波研究学園都市へ移転するのに先立っ

て地質標本館建設を前提としたr標本館レイアウト小

委員会｣が昭和48年4月地質調査所に設置されまし

た.その中で一般分類展示の化石展示について神

戸と尾上が担当しました.当時川崎市の溝の口にあ

った地質調査所の本所2階には地質標本の展示室があ

り化石としては動物(主として貝化石)･植物合わせて

約900点の標本が陳列されていましたがそれらのすべ

てが展示物として価値のあるものぱかりではありません

でした.

地質標本館の建物の設計が進み化石の分類展示用ス

ペｰスがある程度予想されるようにたり600点の標本

を選ぶことにたりましたが展示向きに見栄えがLし

かもそれぞれの時代の特徴を示す示準化石標本が当所

に少ないことから選ぶのに大変苦労しました.ま

た選ばれた標本のラベルを作ることも大仕事で展示

標本として良いと思ってもそれに伴うデｰタが十分に

整っていたかったり時問的た制約もあって天手古舞

の状態でした.何とか昭和55年の開館に間に合せて

600点の標本を並べることができましたが決して満足

できる内容ではありませんでした.

地質標本館が開館してはや8年が過ぎましたがその

問開館前の慌ただしい毎日から解放されて時折展示

室を回って見ると化石の展示はつめ込み過ぎで見に

くかったり見栄えのLたい標本もあるなど欠点が目

に付くようにたってきました.また展示の内容やラ

ベルの誤りその他について見学者や流動研究員の方々

から有益た御指摘をいただき少しずつではありますが

改善されております.その一つに日本白亜系の代表

的た化石と言える異常巻きアンモナイトのニッポニテス

(1〉;砂肋伽刎ク切〃3)を購入し展示することができまし

た.

このように逐次改善し現在では約400点の化石標本

が展示されています.まだまだ十分に満足できるもの

ではありませんが最近では化石に関心を持って見学さ

れる方も多くたってきましたし展示標本が図鑑や解説

書などに利用されるようにたりました.それにつれて

1989年3月号

写真1地質標本館第4展示室,化石分類展示の一部

展示標本のカタログの要望も多くまた現在の展示

内容を記録に残しておく意味からもカタログを作成す

ることにしました.

化石の展示標本400余点のリストを1回で掲載する

と表だけで膨大たべ一ジ数を占めることに放りますの

で地質年代の古い方から(1)古生代(2)中生代(3)新

生代第三紀(4)新生代第四紀の4回に分け古生物変遷

の簡単な解説を添えて紹介することにしました.

先カンブリア時代の化街

地球が誕生したのが今から約46億年前と考えられてお

りそれから古生代の始まる5億7千5百万年前までを

先カンブリア時代と呼んでいます.この時代は前半

の始生代と後半の原生代に分けられ始生代の地層は激

しい変成作用を受けていることもあってはっきりとし

た化石は非常に少なくラゾ藻類やバクテリアだとがア

フリカやカナダのチャｰトから発見されているくらいで

す.

原生代に入ると菌類や藻類の化石は多く発見されて

いますがはっきり動物と分かる化石は原生代の最末期

(約6億年前)になってからでヒドロクラゲやハチクラ�
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尾上･神戸･佐藤

第1表地質時代における動物･植物の発展と変遷

地質時代動

物

新

生

代

生

代

古

生

代

第四紀

哺

乳

一170万年前一類

時

代

第三紀

6500万年前一

白亜紀

一1億生300万年前一ハ

虫

ジュラ紀類

時

代

一2億4700万年前一

三畳紀

一2億8900万年前一

二畳紀

両

一2億8900万年前一生

類

時

代

石炭紀

r3億6700万年前一_

デボソ紀

魚

類

一4億1600万年前一時

代

シルル紀

一4億4600万年前一_

オルドビス紀二

葉

一5億0900万年前一虫

時

カソブリア紀代

一5億7500万年前r一

先カソブリア時代

植

物

被

子

植

物

時

代

裸

子

植

物

時

代

シ

ダ

植

物

時

代

菌

藻

植

物

時

代

主な生物の発展と変遷

人類出現および発展

マソモス象･ナウマン象出

現および減亡

大型有孔虫類(貨幣石たど)

･二枚貝類･巻貝類･鳥類

･哺乳類･単子葉植物発展

アソモナイト類･恐竜類発

展および減亡有孔虫類･

二枚貝類･双子葉植物発展

鳥類･双子葉植物出現

恐竜類全盛二枚貝類･巻貝

･頭足類(アソモナイト'

矢石･ウニ発展

哺乳類出現･二枚貝類･ア

ソモナイト類･腕足類･海

百合類.ハ虫類発展

三葉虫類･四射サソゴ滅亡

紡錘虫類･貝類･アンモナ

イト類･腕足類･ハ虫類･

裸子植物発展シダ植物衰

退

ハ虫類･裸子植物出現紡

錘虫(フズリナ)類･貝類･

アソモナイト類･腕足類･

昆虫類･四射サンゴ類･シ

ダ植物(鱗木封印木た

ど)発展筆石類滅亡

両生類･アソモナイト類･

硬骨魚類出現頭尼類･貝

類･腕足類･サ:■ゴ･魚類

発展

昆虫類･陸上節足動物(サ

ソリ類)･シダ植物･(古

生マツバラソ)出現筆石

類･腕足類･床板サ:■コ類

発

展魚類出現筆石類･頭足

類(直角石類)･腕足類･床

板サソゴ発展

三葉虫類･コノドント出現

腕足類･藻類発展

無脊椎動物群･菌類･藻類

出現

神戸(1986)により一部修正

こうちようかんけい

ゲの仲問の腔腸動物･ゴカイの仲問の環形動物や座ヒト

きよくひ

デの仲間の辣皮動物に属する化石がオｰストラリア南部

･イギリス･南アフリカの地層から発見されています

(第1展示室の地質年表コｰナｰに写真が展示されています).

しかしこの時代は全般的に肉眼で見ることのできたい

徴生物が多くLかも殻や脊椎を持たない化石とし

て残りにくい生物が多かったため化石の量も少たく

資料の乏しい時代でした､

日本には先カソブリア時代の地層が分布Lていたいの

で当然この時代の化石はありません.

古生代の化石

古生代は生物が著しく発展した時代で石灰質やキチ

ソ質の殻を持ちしかも肉眼で見ることのできる大型

の生物が多数現われて地層中に化石として保存される

ようになりました.そして各時代の地層から化石が

豊富に発見されたのでそれら化石の特徴から第1表に

示したように地質時代を細かく区分することができま

す.

我が国の古生代は山口県の秋吉台･岐阜県の赤坂金

生山たどで代表されるように石灰岩の地層が広く分布

ぽ5すい

しそれら石灰岩の中からサソゴ類をはじめ紡錘虫(フ

わんそく

ズリナ)類･腕足類たどの化石が多く産出しています.

さんようちゆう

カンブリア紀には無脊椎動物が発展し特に三葉虫類

腕足類などは古生代前期の海生動物群を特徴づげるもの

で示準化石として重要た役割をたしています.一方

植物界では先カソブリア時代から引き続いて菌類･藻類

が水中で発展Lました.

ぞうしようぶでいL

才ルドビス紀は造礁サソゴや筆石類が新たに加わり

カソブリア紀から引き続き生存した動物群と共に繁栄し

た時代です.目本から産する最も古い化石は岐阜県

よLき

吉域郡上宝村福地一の谷に分布する吉城層から1980年4

かいけいちゆうほうさんちゆう

月に発見された介形虫類･放散虫類たどの化石でこれ

らの化石から吉城層はオルドビス紀の中～後期のもの

(Igoeta1.1980)と考えられるようにたりました.そ

ぎおんやま

れまでは岩手県北上山地や宮崎県砥園山のシルル紀か

ら発見されたハチノスサソゴカミ日本で最も古い化石と考

えられていまLたが今回の化石の発見によって日本

にもオルドビス紀の地層があることが明らかとたり話題

とたりました.

かつちゆう

シルル紀に入ると甲胃魚と呼ぼれる原始的な魚類が出

現し続くデボソ紀にかげて｢魚類時代｣とも言われる

ように軟骨魚類のほか硬骨魚類･肺魚の類も出現し発

写真2シルル紀の床板サソゴ類(ハチノスサソゴ)

月α〃o5冴θssp｡×1(GSJF3551)

地質ニュｰス415号�
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写真3デボン紀の四射サンゴ類(η力加｡助〃刎刎棚α舌｡-

s敏α肋刎(KAMEI)×0.7(GSJF4686)写真4

写真5石炭紀後期のアンモノイド頭屋類1,2･P∫θ〃｡加プα･

畑06〃α8尾θ∫8θ伽㈱θ(M虹王[ER)1･(GSJF11423)

2･(GSJF11424)3･λ肋ツ｡s〃6脈α88必κ〃θ伽KYUMA

andNIs亘IDA×0.3(GSJF11425)

属していきました.日本では東北地方の北上山地か

ら紀伊半島四国九州にまでシルル紀石灰岩が広く

分布しその中に含まれているサンゴ類｡腕足類･頭足

類｡三葉虫類だと多種多様た化石が発見されています.

Lようぱん

たかでも床板サンゴ類のハチノスサンゴやクサリサン

ゴなどが繁栄した時代です.ツルル紀の末期にたると

古生マツバランの仲間のライニア(R伽加α)が陸上に進

出し昆虫｡両生類などの動物界が上陸する皮切りとな

りました.

デボン紀はシルル紀から引き続いた魚類時代にふさわ

1989年3月号

石炭紀前期の床板サンゴ類助7肋劇0カ0他sp.×O.8

�半���

しく多種多様た魚類が出現し繁栄しました.

この時代の最も欠きたできごとはシルル紀最後期に

上陸Lた動･植物群が大繁栄をとげたことです.さら

にデボン紀末期には肺魚類から進化した両生類も出現

しました.デポソ紀から二畳紀前半までロボク･リ

ンボク･フウイソボクだとのシダ植物が大繁栄しrシダ

植物時代｣を築いていました.日本においても北上

山地や四国の上部デボン紀からリンボクだとの産出が知

られています.

宿炭紀はその名が示すとおり世界的に大観模た石炭

層が形成された時代で当時の森林は樹高30mを超えた

巨大た本性シダ類が地表を覆っていました.日本列島

は海中に没していたため陸上植物はほとんど発見され

ていませんが紡錘虫･四射サンゴ･腕足類･三葉虫･

コノドント･軟体動物(貝類･アンモナイト)など海生生

物の化石が山口県の秋吉台新潟県青海岐阜県福地

岩手県上有住たどから多数発見されています.たかで

も紡錘虫類は進化の速度が速く石炭紀から二畳紀まで

の約1億年の間に約100属･3,600種以上が知られ地

質時代を細かく決めるための化石(示準化石)として古'

生代後期の重要な化石です.

二畳紀は石炭紀と化石の種類に著しい差はありません

が^〃･S乃〃螂伽αと言う紡錘虫の出現によって石炭紀

と区別されています.この時代は石炭紀に引き続い

て紡錘虫類が分帯に重要た役割をはたしています､

そのほか貝類･アンモナイト類｡腕足類･ハ虫類･

コノドントなども栄えました.しかし二畳紀の終わ

りには三葉虫･四射サンゴ･紡錘虫だと多くの古生代

型生物が絶滅あるいは衰えてLまいました1一方植

物は二畳紀後半にたるとシダ植物は衰退し代って

裸子植物のシダ種子類が発展し中生代にかけての｢裸�
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今吉鉱物標本

新

入11

鉱

物

化石

古生代1

↓

}生代1新生

口

開

山

□

囲

日日

代

囲

囲

石

鉱

物

鉱物

1第2表に示した化石が収められている陳列ケｰス

L4化石見学の順路

第1図第4展示室化石陳列ケｰスの配置

写真6二畳紀前期産の海ユリ類Heterocrinidaegen.and写真7

sp.indet､×O･9(GSJF5799)

二畳紀中期産の腕足類工功'0伽87械肋ψ"

(KAYs囲)×0･8(GSJF3297)

子植物時代｣の幕開けとたりまLた･

日本の二畳紀層はほとんど海成層からたり特に紡錘

虫類に富む石灰岩が日本列島の各地に分布し多くの化

石を産出しています.

分類展示の概要

地質標本館の入口を入って左側手前の第4展示室(第

1図)が標本の一般分類展示室になっておりそのうち

中央の6つの陳列ケｰスに化石が展示されています.

そして図の矢印のようだ順序で古生代シルル紀から新

生代第四紀までの化石が御覧いただげるようにたってい

ます.

地質標本館が建設された当時は日本で最古の化石は

シルル紀の床板サンゴとされていました.一般分類展

示には日本産の標本を展示することになっていましたの

で陣列ケｰスもシルル紀から始まっています.その

後前述のようにIG0eta1(1980)によってオルドビ

ス紀の化石カミ発見されましたのでいずれ展示ケｰスに

オルドビス紀のスペｰスを設けたけれぽたらたいと思い

ます.ツルル紀のケｰスには宮崎県の砥園山層群から

地質ニュｰス415号�
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写真8二畳紀中期産の紡錘虫類地050伽螂7加"

〃α枕刎蜥召7α(ScHwAGEB)×O･6(GSJF5810)

産出したハチノスサンゴ(写真2)をはじめ海ユリ･四

射サンゴ合せて7点が収められています.デボン紀の

ケｰスには岐阜県福地の四射サンゴ(写真3)･床板サ

ンゴ･三葉虫･腕足類だと8点が展示されていますが

日本最古の植物化石である北上山地あるいは四国のリン

ボクが欲しいところです.石炭紀のケｰスには岩手県

有住の床板サンゴ類(写真4)山口県秋吉台のアンモノ

イド頭足類(写真5)だと20点が二畳紀のケｰスには

岐阜県の赤坂石灰岩から産出した巻貝類(写真9)など

38点の化石標本が展示されていますがいずれもサンゴ

類･紡錘虫類に片寄り過ぎており植物化石がたいのが

淋しいかぎりです.

第4展示室以外にも古生代の化石としては第1展

示室の｢地質年表｣のコｰナｰに先カンブリア時代の

中国産コレニアなど藻類の化石がまたオｰストラリア

南部産の座ヒトデ･ハチクラゲだとの化石を写真で更

に地質ニュｰス380号(尾上,1986)で紹介したr生き

ている化石｣のコｰナｰにはアメリカその他の国から

産出したカンブリア紀前期からデボン紀の三葉虫の化石

が陳列してあります.

展示の方法としては紡錘虫など小さい化石には虫め

がねを置くたど見やすくすることを考えなければなら

ないと思います.(つづく)

〔写真はすべて業務課山川浩一･大川裕之両氏に撮影してい

ただきました〕
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1989年3月号

写真9二畳紀中期産の巻貝類励"θ70助｡〃ゴ｡㈱加舳8

DEKoNINcKx0･9(GSJF3579)
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化石の名前について

化石は過去の生物ですから分類は鉱物や岩石の場合と大

きく異なって生物学のルｰルにしたがいます.命名法も現

生の動植物と全く同じで下記のようだ二名式(属名十種名)

になっています.

8cゐθ60乃αりs杉ω尾"α尾α〃ガ召〃s壬8SUGIYAMA

属名種名命名者

属名及び種名はイタリック(斜字体)で表わします.

化石リストには色々省略した符号がついいますがよく使わ

れるのは次のようたものです.これら符号にはイタリックは

使用しません.

符号�原語1�意味

aff.�affinis�…に似ている

C£(Cfr.)�COnfer�･･に比較される

gen･�genuS�属

indet�indeterminate�未決定

Sp･�SpeCieS�種(単数)複数種はspp.とする

Var.�Variety�変種

使用例

･地〃08伽8Sp.は肋砂｡S伽S属に入るが種がわからないことを

示します.

･S0加∂0加伽伽8a丘.絨α肋〃㈱応はSC加♂0肋伽伽S属で

鮒ω肋"㈱みに似ているが同定できたいことを示します.

･So加∂o肋伽伽3cf.獅肋肋〃㈱みはSc加6oゐα伽伽8属で

鮒α肋"㈱6∫に比較される種であることを示します.

･Brachiopodagen.andsp.indet.Brachiopodaは腕足類

に属するが属名及び種名が未決定であることを示します.

命名者が使用した属名が後の命名者によって変えられた時は

前の命名老名を()に入れます.�
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尾上･神戸･佐藤

第2表分類展示用古生代化石標本リスト(地質標本館第4展示室)

��潺�����摩獰�祥摩��������瑩潮副潭

潦�敇�汯���畳敵��漱�楣�卵��潦���

シルル紀(S亘且服亘訟搬)

整審

理号

��

�

�

化石

���

�楮����

海ユリ類

τ7ツφ1α8例αsp.

四射サ:■ゴ類

1司α〃｡∫〃θ8sp.

床板サンゴ類(蜂巣サンゴ)

月α砂｡∫〃θ8sp､

床板サ1■ゴ類(蜂巣サンゴ)

月α〃｡∫〃θ8sp,

床板サンゴ類(蜂巣サンゴ)

8C加60肋伽伽S鮒α肋刎伽Sゐ

����

床板サンゴ類(鎖サンゴ)

8伽60肋伽伽5脇α肋刎伽S兆

����

床板サンゴ類(鎖サンゴ)

産地

����

宮崎県西臼杵郡五ケ瀬町大石内

佩獨楮�捨���穡歩

宮崎県西臼杵郡五ケ瀬町大石内

佩獨楮�捨���穡歩

宮崎県西目杵郡五ケ瀬町大石内

佩獨楮�捨���穡歩

宮崎県西目杵郡五ケ瀬町大石内

佩獨楮�捨��楹�慫椀

岩手県大船渡市盛町大野

の漬�慴攀

宮崎県西目杵郡五ケ瀬町大石内

佩獨楮�捨���穡歩

高知県高岡郡越知町横倉山

�歯�牡�����

地層

却牡��

祇園山層群

�潮��慇�異

砥園山層群

Gion･yamaGroup

祇園山層群

�潮��慇�異

祇園山層群

�潮��慇�異

川内層

�睡����慴楯�

頑固山層群

�潮��慇�異

横倉山層群

�歯�牡�����

登鐸番号

剥朱�牡瑩潮

��敲

���

���

���

���

��　

���

���

採集者

��散瑯爀

神戸信和

神戸信和

神戸信和

神戸信和

吉田尚

神戸信和

松原秀樹

デボン紀(眺V0双i鋤)

�

�

�

�

Cツαチゐ｡φゐツ〃刎〃zsP.

四射サンゴ類

丁肋加0助〃舳棚αま05θがω肋肋

����

四射サンゴ類

1=｢α〃08〃θssP.

床板サンゴ類(蜂巣サンゴ)

月α〃｡∫〃θ∫sp.

床板サンゴ類(蜂巣サンゴ)

ハ比ま勿〃力07ωsp.

鮮虫類

α〃｡αZ〃伽θSp.三葉虫

乃｡肋兆Sp.腕足類

岐阜県吉城郡上宝村福地一ノ谷

������

岐阜県吉城郡上宝村福地

������

岐阜県吉城郡上宝村福地空1-u

������

福井県大野郡和泉村上伊勢オイ

セ谷

佩����畫畩

岩手県気仙郡住田町高森山

�歡浯物���睡�

岐阜県吉城郡上宝村福地空山

������

福地層

�����慴楯�

福地層

�����慴楯�

福地層

������瑩潮

上穴馬層群

�浩慮�慇�異

大野層

����瑩潮

福地層

�����慴楯�

�〳�

���

��㌀

���

���

���

田中邦雄

松原秀樹

松原秀樹

河合正虎

吉田尚

松原秀樹

地質ニュｰス415号�



口49一

整番理号No.�化石Fossi1�産地Loca1ity�地層Stratum�登鐸番号Reg1strationnumber�採集者Co11ector

14�Cツ〃｡∫〃批7cfr.脇∂〃STAINBR00K腕足類�岩手県東磐井郡東山町夏山Natsuyama,Iwate�鳶ケ森層TobigamoriForrnation�F3495�松原秀樹

工5�“8c伽｡伽〃1α"sp.腕足類�岐阜県吉城郡上宝村福地空山Fukuji,Gifu�福地層FukujiFormation�F5787�松原秀樹

;百炭紀前期(瓦蹴蚊C鮒bo蝕fe亙⑭鵬)

�

�

�

�

㈰

㈱

㈲

㈳

㈴

㈵

㈶

〃棚倣θ〃αツ｡ωα刎伽8ゐ0TA,

〃吻θ〃παチ｡グ幼α〃吻ク0TA,

五〇s肋旅π"功｡左OTA

紡錘虫類

0o舳θ妨(P)o〃㈱ゐ

��慮�����

四射サンゴ類

8昭加物θ〃α〃〃0吻〃〃肋

YABEandMINAT〇

四射サンゴ類

S{カ乃0勿06θ物6プ0勿SP.

.四射サンゴ類

肋召娩0肋伽吻刎〃肋

MINAT0,1もθ〃∂00ω""あsP.

四射サンゴ類

SJ〃{刎go力｡καsp.

床板サンゴ類

Sγク勿goカ07"sp.

床板サンゴ類

S0肱0助刎伽加〃肋αωα㈱ゐ

���������

三葉虫類

〃0伽6肋8功螂倣伽∫Var.

θ∂2必〃プ8召物8ゐPHILLIPS

腕足類

P70♂〃6切8切物｡まα物8MARTIN

腕足類

�慣�潰潤慧�����

indet､

腕足類

山口県美祢郡秋芳町

Sh竈hδ,Yamaguchi

新潟県西頸城郡青海町

����慴愀

岩手県大船渡市目頃市町坂本沢

卡歡浯瑯穡睡�睡�

岩手県気仙郡住田町上有住金ノ

倉

�浩�楳甬�慴攀

岩手県気仙郡住田町上有住金ノ

倉

�浩�楳甬�慴攀

岩手県気仙郡住田町上有住金ノ

倉

�浩�楳甬�慴攀

新潟県西頸城郡青海町

����慴愀

岩手県陸前高田市矢作町雪沢

�歩穡睡�睡�

新潟県西頸城郡青海町

����慴愀

新潟県西頸城郡青海町

����慴愀

新潟県西頸城郡青海町

����慴愀

秋吉石灰岩層群

�楹���浥�潮攀

���

青海石灰岩

ね�業�瑯�

目頃市層

HikoroichiFormatio皿

鬼丸層

�業�畆��瑩潮

鬼丸層

�業�畆��瑩潮

鬼丸層

�業�畆��瑩潮

青海石灰岩

��業�瑯�

鬼丸層

�業�畆��瑩潮

青海石灰岩

��業�瑯�

青海石灰岩

��業�瑯�

青海石灰岩

ね�業�瑯�

���

��　

��㌀

���

���

���

���

��　

��㌀

���

���

秋吉台科学

博物館寄贈

松原秀樹

吉田尚

吉田尚

吉田尚

吉田尚

松原秀樹

荒木英夫氏

寄贈

松原秀樹

松原秀樹

松原秀樹

1989年3月号�
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眉炭紀中期(班i欄1eCa曲｡n雌飢｡鵬)

整審

理号

��

㈷

㈸

㈹

㌰

化石

���

曲θ〃伽α物0S〃6郷ゐ

(T0RIYAMA),月洲"肋召肋sP.

紡錘虫類

1｢〃∫〃〃勿θ〃αあξ60〃主｡ω

�����

紡錘虫類

1切8〃κ勿θπαsP.

紡錘虫類

〃0〃8〃伽παゐ助伽郷ク8

�剉��

紡錘虫類

産地

����

山口県美祢郡秋芳町

Sh口hO,Yamaguchi

山口県美祢郡秋芳町

Sh口h6,Yamaguchi

岐阜県不破郡垂井町大石

佩獨���

山口県美祢郡秋芳町

Sh口h6,Yamaguchi

地層

Stratu㎜

秋吉石灰岩層群

�楹���浥�潮攀

���

秋吉石灰岩層群

�楹���浥�潮攀

���

大滝層

OtakiFomユation

秋吉石灰岩層群

�楹���浥�潮攀

���

登鐸番号

剥��牡瑩潮

��敲

���

���

���

��　

採集老

�略捴�

秋吉台科学

博物館寄贈

秋吉台科学

博物館寄贈

礒見博

秋吉台科学

博物館寄贈

石炭紀後期(L批eCa曲o醜施亙o㎜s)

㌱

㌲

㌳

㌴

㌵

0ゐ脱加加8勿"9αタωα伽s6s

�乁�

床板サソゴ類

Bryozoagen.andsp.indet･

鮮虫類

PSθ〃0釦〃昭0脇ω8

加8sθ1θκ刎8θ(MATHER)

アソモノィド頭足類

1PS2刎60φακα129062"〃8

尾θ88θ伽伽θ(MAT肥R)

アソモノィド頭足類

λ伽08〃鮒α8∫秘肋加伽

��������

アソモノイド頭足類

岩手県気仙郡住田町上有住小松

�浩�楳甬�慴攀

岐阜県吉城郡上宝村福地一ノ谷

������

山口県美祢市伊佐町丸山

������慧��

山口県美祢市伊佐町丸山

������慧��

山口県美祢市伊佐町丸山

������慧��

長岩層

�条楷���瑩潮

一ノ谷層

��湯����瑩潮

秋吉石灰岩層群

�楹���浥�潮攀

���

秋吉石灰岩層群

�楹���浥�潮攀

���

秋吉石灰岩層群

�楹���浥�潮攀

���

���

���

��㈳

��㈴

��㈵

吉田尚

松原秀樹

西田民雄

久間裕子

(鰯饗灘)

西田民雄

久間裕子

(管聯灘)

西田民雄.

久間裕子

鰯蓼灘)

二畳紀前期(E鮒蚊恥x㎜i胴)

㌶

㌷

■46θグ〃086ゐ〃α9θ〃勿αsp.

紡錘虫類

λ6θグ砂08cゐ刎ω9彦〃物ωsp.,

Ps召〃601〃8刎π勿αSp.

紡錘虫類

福井県遠敷郡上中町河内

�睡捨���椀

福井県遠敷郡上中町河内

�睡捨���椀

丹波皿型地層群

���獵楴����

��

丹波]I型地層群

���獵楴����

��

F3521礒見博

���

礒見博

地質ニュｰス415号�
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整番

理号

��

㌸

㌹

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

化石

���

Scゐω側9ε〃勿αsp.

紡錘虫類

P∫θ〃∂0プ〃5〃〃勿αSP.

紡錘虫類

Psθ〃6ρグ秘s刎κ勿αsp､

紡錘虫類

P∫θ〃♂o∫c乃ωα9彦〃勿αsp.

紡錘虫類

S6乃〃α9召〃勿αsp.

紡錘虫類

｣Psθ〃608cゐωα9彦〃勿αsp.,

P5θ〃∂oグ〃8〃κ刎αsp.

紡錘虫類

｣Ps2刎∂oプ〃8〃〃勿αsp.

紡錘虫類

P8θ刎3o!〃8刎κ勿αsP.

紡錘虫類

Psθ刎∂o∫〃s刎〃勿αsP.

紡錘虫類

Ps2μ∂0グ〃s刎〃勿"SP.

紡錘虫類

Psθ〃♂q戸%s刎〃刎ωSPP.

紡錘虫類

〃…おθ肋勿α61α〃"α6(DEPRAT),

〃喜sθπ加ωo砂α眺(DEPRAT)

紡錘虫類

P8θ〃助郷刎伽α閉晦α〃S

(SC亘ELLwIENE)

紡錘虫類

Psθ〃功刎s刎伽αα刎肋g伽

(DEPRAT),T7肋6冴θ8sP.

紡錘虫類

産地

����

福井県遠敷郡上中町河内

�睡捨���椀

福井県遠敷郡上中町杉山

卵����畫畩

福井県遠敷郡上中町杉山

卵����畫畩

福井県小浜市岩井谷

ぢ�愬��椀

岐阜県不破郡垂井町大石

佩獨���

岐阜県大野郡丹生川村曽手

卯����

滋賀県坂田郡山東町長岡

�条�愬��愀

滋賀県坂田郡山東町長岡

�条�愬��愀

滋賀県坂田郡山東町大野木

�����愀

滋賀県坂田郡山東町須川

卵条睡��条

宮城県気仙沼市上八瀬

�浩�瑳畳攬���

山口県美祢郡秋芳町

���奡�杵捨椀

山口県美祢郡秋芳町

Sh亘hO,Yamaguchi

山口県美祢郡秋芳町

���奡�杵捨椀

地層

却牡��

丹波II型地層群

TypeIIsu且teofTamba

��

丹波■型地層群

���獵楴����

��

丹波皿型地層群

���獵楴����

��

丹波II型地層群

���獵楴����

��

大石層

佩獨���瑩潮

丹生川層群

Ny口kawaGroup

醒ケ井層

卡浥条���瑩潮

醒ケ井層

卡浥条���瑩潮

大野木層

�����瑩潮

大野木層

���潭�瑩潮

坂本沢層

卡歡浯瑯穡睡

��慴楯�

秋吉石灰岩層群

�楹���浥�潮攀

���

秋吉石灰岩層群

�楹���浥�潮攀

���

秋吉石灰岩層群

�楹���浥�潮攀

���

登鐸番号

剥朱�牡瑩潮

���

���

���

���

��　

���

��　

���

���

���

���

���

��㌀

���

���

採集者

��散瑯爀

礒見博

礒見博

礒見博

礒見博

礒見博

礒見博

礒見博

礒見博

礒見博

礒見博

松原秀樹

秋吉台科学

博物館寄贈

秋吉台科学

博物館寄贈

秋吉台科学

博物館寄贈

1989年3月号�
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整番

理号

��

�

�

�

�

�

化石

��楝

P∫θ〃08幽〃α9θ伽α

刎刎｡惚肋肋8{∫(DEPRAT),

τ7流6カθs8{刎μ鮒

(Sc亘ELLwIENE)

紡錘虫類

Tγ肋6〃θ88を刎μ鮒

�����久�

紡錘虫類

〃C加1〃α(〃0歩0刎娩81〃α)

刎〃〃8αあ〃α古α

������十��

床板サンゴ類

S6加π〃伽θ肋SP.,

S切〆タアθ7多刎αSP.

腕足類

���捲楮�慥来渮慮��

楮�琮

海ユリ類

産地

����

山口県美祢郡秋芳町

���奡�杵捨椀

山口県美祢郡秋芳町

���奡�杵捨椀

宮城県気仙沼市上八瀬

�浩�瑳畳攬���

岩手県上閉伊郡宮守村礫峠

��浯物�睡�

福岡県北九州市門司区青浜

����畫畯歡

地層

却牡��

秋吉石灰岩層群

�楹���浥�潮攀

���

秋吉石灰岩層群

�楹���浥�潮攀

��倀

登舞番号

剥朱�牡瑩潮

��敲

���

���

坂本沢層

Saka皿otozawa

��慴楯�

坂本沢層

卡歡浯瑯穡睡

��慴楯�

青浜層群

������

���

���

���

採集者

��散瑯爀

秋吉台科学

博物館寄贈

秋吉台科学

博物館寄贈

神戸信和

吉田尚

二畳紀中期(鵬欄且eP⑧疋㎜i鋤)

�

�

�

�

�

�

�

λ危伽榊肋86加刎6肋

TH0MPs0N,Pα伽ル8"加α

肋θグ伽伽郷兆(OzAwA)

紡錘虫類

地0鋤吻叙伽αCκα加〃κ!伽α

(Sc且wAGER)

紡錘虫類

1}θ086ゐ〃α9θ〃刎"sp.

紡錘虫類

｡三､吃08`:伽〃α9～〃〃ωSp.

紡錘虫類

批086ゐ〃α彫ク加α∂0吻〃θ{

(OzAwA),吻7肋肋伽sP.

紡錘虫類

yθ%θθ肋勿α砂θ〃2θ肋

�����

紡錘虫類

Pα7α∫刎8刎κ物αSP.

紡錘虫類

山口県美祢郡秋芳町

���奡�杵捨椀

山口県美祢郡秋芳町

Shuhδ,Yamaguchi

岐阜県大垣市赤坂町金生山

KinsyδzanGifu

福井県小浜市人良

�愬��椀

山口県美祢郡秋芳町

Sh口hδ,Yamaguchi

山口県美祢郡秋芳町

Sh口hδ,Yamaguch量

栃木県安蘇郡葛生町住友セメソ

ト唐沢鉱山

�牡�睡������

秋吉石灰岩層群

�楹���浥�潮攀

���

秋吉石灰岩層群

�楹���浥�潮攀

���

赤坂石灰岩

�歡�歡�浥�潮攀

丹波■型地層群

���獵楴����

���

秋吉石灰岩層群

�楹���浥�潮攀

���

秋吉石灰岩層群

�楹���浥�潮攀

���

鍋山層

������慴楯�

���

��　

���

���

���

���

���

秋吉台科学

博物館寄贈

秋吉台科学

博物館寄贈

礒見博

礒見博'

秋吉台科学

博物館寄贈

秋吉台科学

博物館寄贈

吉田尚

井上秀雄

地質ニュｰス415号�
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整番

理号

��

�

�

�

�

�

�

�

�

化石

���

Sc〃〃α9艘〃勿αSP.,

｣P∫θ刎∂o6o〃｡肋¢αsp.

紡錘虫類

y;αろθ加αSP､

紡錘虫類

Xαあθ主刎αSp.

紡錘虫類

PSθ〃0力〃肋∫クα0あ肋刎ξCα刎伽

��卅利

三葉虫類

Z砂50伽87〃肋0炉〃

��卅利

腕足類

�慣�潰潤慧���獰�

楮�琮

腕足類

38π〃｡カ乃｡物ゴ｡閉s壬α勿㈱DE

����

巻貝類

S01例0刎07切αθ晦α勿κ88壬舳

��十�

二枚貝類

産地

����

岐阜県大垣市赤坂町金生山

���穡測��

岐阜県大垣市赤坂町金生山

���穡測��

岐阜県揖斐郡大野町石山

����愬��

宮城県気仙沼市上八瀬

�浩�瑳畳攬���

宮'城県気仙沼市田柄

�条牡�楹慧椀

岐阜県大垣市昼飯町

�����

岐阜県人垣市赤坂町金生山

���穡測��

岐阜県大垣市赤坂町金生山

���穡測��

地層

Stratu㎜

赤坂石灰岩

AkasakaLi㎜estone

赤坂石灰岩

�慳慫慌業�瑯�

石山石灰岩

�����浥�潮攀

叶倉層

�湯�牡��慴楯�

叶倉層

�湯�牡��慴楯�

赤坂石灰岩

AkasakaLi㎜estone

赤坂石灰岩

�慳慫慌業�瑯�

赤坂石灰岩

�慳慫慌業�瑯�

登録番号

剥��牡瑩潮

��敲

��　

��　

���

��㌀

�㈹�

���

���

��　

1採集者

!･････…

礒見博

犠見博

礒見博

松原秀樹

早坂一郎氏

寄贈

大塚寅雄

二畳紀後期(L就e恥r㎜ia双)

�Z%〃0伽αS肋伽〃θ郷身5�山口県美祢郡秋芳町�秋吉石灰岩層群��

72�(OzAwA)�ShOh6,Yamaguchi�AkiyoshiLimestone��秋吉台科学

�����

�紡錘虫類��Group��博物館寄贈

�肋グαル8〃加α肋θ〃〃2θ物∫兆�山口県美祢郡秋芳町�秋吉石灰岩層群��

73�(OzAwA)�ShuhO,Yamaguchi�AkiyoshiLimestone��秋吉台科学

�����

�紡錘虫類��Group��博物館寄贈

1989年3月号�


